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特集●スクリーニング─その進化と課題
進化するスクリーニング検査─その適用をめぐる課題と展望

大阪大学大学院医学系研究科環境医学教授 祖父江友孝
NCD対策におけるスクリーニングの限界と展望 大阪府立成人病センターがん相談支援センター所長 大島 明
新生児マススクリーニングの新たな展開─タンデムマス法の導入 島根大学医学部小児科教授 山口 清次
新生児聴覚スクリーニングの成果と今後の展望 岡山大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科講師 福島 邦博
新しい胃がん検診方式の導入に向けた課題と展望

国立がん研究センターがん予防・検診研究センター検診評価研究室長 濱島ちさと
尿マーカーによる骨粗鬆症検診の課題と展望 国立長寿医療研究センター研究所遺伝子蛋白質解析室長 新飯田俊平
軽度認知症のスクリーニング検査の進化と課題 認知症介護研究・研修東京センター長 本間 昭
慢性閉塞性肺疾患(COPD)のスクリーニングについて 結核予防会大阪府支部顧問 小倉 剛
結核感染のスクリーニング検査の進化と課題 結核予防会結核研究所名誉所長 森 亨
●視点

公衆衛生のフィールド 沖縄県八重山福祉保健所保健総括兼健康推進班長 糸数 公
●資料

東京都脳卒中救急搬送体制実態調査 東京都福祉保健局 髙橋 郁美・他
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2007 年の国民健康・栄養調査によれば，糖尿病が疑わ
れる人の約 4 割は「ほとんど治療を受けたことがなかった」
ということです．20 世紀の糖尿病治療と言えば，空腹時血
糖を目安として，スルフォニル尿素薬(SU 薬)などの経口血
糖降下薬と，インスリン製剤の 1 回注射や 2 回注射が中心
でした．空腹時血糖がそれほど高くなければ治療の対象に
はならないと考えていた人も多かったのではないでしょうか．

ところが，1990 年代後半に糖尿病患者における心血管
病の発症リスクや死亡について，空腹時血糖よりも食後の
高血糖が強く関与しているという研究報告が出され，早期
の治療介入や厳格な血糖コントロールが求められるようにな
ってきました．最近では，空腹時血糖がそれほど高くなくて
も，食後高血糖に対して早期に αグルコシダーゼ阻害薬

(αGI)などを用いた治療を開始するようです．
さらに，糖尿病患者においては，心血管イベントの予防

としての肥満，脂質異常，高血圧，高尿酸血症の管理
や，がんのスクリーニングも不可欠となっています．かかり
つけ医や専門医への定期受診はもちろんのこと，年に 1度
の健診やがん検診受診も必要です．
糖尿病の患者さんが長きにわたる療養を無理なく続けて

いくためには，本特集内，市來先生の『フットケアを通して，
糖尿病をもつその人をケアしていく』という言葉どおり，患
者さんにとって快適な療養環境の整備と，質の高いトータ
ルケアの普及が望まれます．そして，患者さんの負担が少
しでも軽くなるよう，食事制限や運動の負担を軽減できると
いう新薬の開発にも期待がかかるところです． (品川靖子)
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